
　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０３－３７８４－８０２１

　　　ｅ－mail　　daigakuin@ofc.showa-u.ac.jp

　　　 担当部局（課）名　学事部大学院・卒後教育課

　　　職名・氏名　　　　課長　須郷
ス ゴ ウ

　広子
ヒ ロ コ

　　　電話番号　　０３－３７８４－８０２２

　　　

平成２７年５月１日現在　　

　作成担当者

昭和大学大学院　薬学研究科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　昭和大学　　　

[平成24年度設置］

　　　計画の区分：専攻設置又は課程変更
　　　　　　　　　　　　　　　注１

届出 

大学番号：私090  注３ 
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ オグチカツジ）

小口　勝司

（平成13年8月）

（ カタギリタカシ） （コイデリョウヘイ）

片桐　敬 小出　良平

（平成22年7月） （平成25年7月）

（ ヤマモトトシノリ）

山元俊憲

（平成20年6月）

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

（２） 大　学　名

　　　〒１４２－８５５５

（３） 大学の位置

任期満了のため
平成２５年７月２８日
(26)

　　　昭和大学　大学院

　　　　東京都品川区旗の台１－５－８

研究科長

学科長等

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　昭　和　大　学
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年 人 人

　　　薬学専攻

　　　博士（薬学）

報告年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

8人 人 8人 人 8人 人 8人 人

(　　 　) (　　 　)

[ 　　　 ] [ 　　　 ]

9 7 3 13 2 14

(　8　) (　　) (　5　) (　2　) ( 13 ) (　2 　) ( 12 ) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

9 6 3 12 2 14

(　8　) (　　) (　4　) (　2　) ( 12 ) (　2 　) ( 12 ) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

9 5 3 12 2 14

(　8　) (　　) (　3　) (　2　) ( 12 ) (　2 　) (　12 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

8 4 3 12 2 12

(  7  ) (　　) (　3　) (　2　) ( 12 ) (　2 　) ( 11 ) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「社会人」については，認可申請書において貴学が定める社会人の定義に従って記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

平成２７年度

1.5

　　　・ （　 ）内には，社会人の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

合格者数

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

[ 　　　 ]

4

薬学部薬学科

　　　・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　（５）－②　調査対象研究科等の入学者の状況

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が２年以下の場合には欄を削除し，４年以上の場合

　　　　には，欄を設けてください。）

備　　　　　考
入学定員 収容定員

　（５）－①　調査対象研究科等の名称，定員

1.00

設 置 時 の 計 画

（５）　調査対象研究科等の名称，定員，入学者の状況等

　　　・　様式は，平成２５年度開設の博士後期課程の場合（平成２７年度までの３年間）ですが，開設年度・

基礎となる学部等

調査対象研究科等
の名称（学位）

　

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

（注）・「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

修業年限

備　　考

薬学研究科

8

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

0.87

Ａ　 入学定員

－

(　　 　)

1.28倍

平均入学定員
超 過 率

32

Ｂ　 入学者数

(　　 　)

　　　　「－」を記入してください。

平成２５年度平成２４年度

受験者数

平成２６年度

[ 　　　 ]

1.75

志願者数

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

4



報告年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　－ 　] [　－ 　] [　－ 　] [　－ 　] [　－ 　] [　－ 　]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

4 12 2 12

[　　 ] [　　 ] [　－　 ] [　－　 ]

（　　） （　　） （－） （－）

4 11

[　　 ] [　 　]

（－） （－）

4

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　（５）－③　調査対象研究科等の在学者の状況

備　　　　　考

　

（　　－ 　 ）（　　－ 　 ）

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

平成２６年度平成２５年度

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

27

計 （　　－ 　 ）

１年次

２年次

３年次

4

平成２７年度

18

[ 　－  　] [ 　－  　][ 　－  　]

5



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２４年度 1 人 0 人 その他（1人）

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 0 人 0 人

平成２６年度 1 人 0 人 その他（1人）

平成２７年度 0 人 0 人

14 人 0 人 平成２７年度 0 人 0 人 0 ％

41 人 2 人 4.9 ％

1 12.5

人

人

7

8.3

0人

1

％

人 0

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

人8
平成２４年度
入学者

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

12 人

平成２５年度
入学者

合　　計

平成２７年度
入学者

平成２６年度
入学者

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

退学者数

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

6



履修希望者がいないため未開講（27）

担当教員変更のため、専任教員の配置を
変更（26）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

履修希望者がいないため未開講（27）

兼 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

兼 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

兼 2
兼 1 臨床試験実務修得のため科目を追加（25）

救急医療薬学 兼 3

兼 3
感染症治療に必要な治療法修得のため科
目を追加(27）

兼 7
医療薬学における統計学的解析法開講
に伴い、選択必須に変更（26）

兼 22
兼 13
兼 48
兼 8
兼 18

兼 1
薬学的要素から統計学を習得できるよう
科目を設置（26）

※科目の内どちらかを選択必須

昭和大学・東京慈恵医科大学・星薬科大
学
上智大学の４大学で、がんチーム医療を
学ぶ（26）

1～4通感染制御薬学

1～4通
ｵﾑﾆﾊﾞｽ
災害時のチーム医療の薬剤師を
養成するため、科目を追加（26）
授業科目名を変更(27）

1

3 1 2

1 1 1 2

4大学院がんチーム医療 １通 1 1

1※医療薬学における統計学的解析法 ※1 1 11通

生体高分子の構造解析法 1通 1 4

担当教員昇任のため、
専任教員の配置及び兼任講師を変更
（26）1 2 3

分子生命科学的解析法 1通 1
生体内の物質分析法 1通 1
生体の機能解析法 1通 1
生体の組織構造解析法 1通 1
生体の超微細構造解析法 1通 1

研
究
科
共
通
科
目

※医学生物における統計学的解析法 1通 ※1

1救急認定薬剤師養成科目 1通 1 1

臨床研究概論 1通 1 1
実践薬学英語 1通 2

7
がん疼痛緩和学 2通 1

1 1
薬学的がんケア学 1～4通 11 1
がん薬物療法学 2通 1 3

1 1
がん治療学 2通 1 1

2
薬品情報の先端科学 1通 1 1

0 1 1

疾患解明の先端科学 1通 1 3

1トランスレーショナルリサーチ 1通 1

1

1 1 1

薬
学
研
究
科
科
目

レジュラトリーサイエンス 1通 1

1

薬剤開発の先端科学 1通 1

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

准教授 講　師 助　教 助　手

1 2

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授

科目
区分 授業科目の名称

（１） 授業科目表

＜薬学研究科　薬学専攻＞

２　授業科目の概要
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記載ミスのため(27)

担当教員採用のため(27)

担当教員逝去のため(27)

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

担当教員退職のため（27）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（26）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

担当教員変更のため、
専任教員の配置を変更（26）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

講座開設のため、研究課題科目追加(27）

講座開設のため、研究課題科目追加(27）

記載ミスのため(27)

担当教員採用のため(27)

担当教員逝去のため(27)

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

担当教員退職のため（27）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（26）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

担当教員変更のため、
専任教員の配置を変更（26）

担当教員昇任のため、
専任教員の配置を変更（27）

講座開設のため、研究課題科目追加(27）

　 講座開設のため、研究課題科目追加(27）

1～4通

　治療ニーズ探索学 1 1 1

　社会薬学 1 1 1

　社会薬学 1

1 1

1 1

１ 3 １ 22

　治療ニーズ探索学 1

　病院薬剤学 １ 4 1

　実践薬学 1 1 1

1
　医薬品情報学 1 1

1 2 1

　感染制御薬学 1

　薬物動態学 1

　臨床薬学 1 1 2

2
　遺伝解析薬学 1 1 1

1 2
　腫瘍細胞生物学 1
　臨床毒性学 1

　病態生理学 4 1 1

2 1

　臨床分析化学 1 １ 0 1 1

1 2 0

　薬剤学 1 １ 0

　薬理学 1 1

　生薬学・植物薬品化学 １ 0 1 2

1
　生物化学 1 1 2

1 1
　衛生化学 1 1 1
　薬品製造化学 1
　薬化学 1 1 1 1

担当教員変更のため、
専任教員の配置を変更（26）　薬品物理化学

1～4通

1 2

輪講

　病院薬剤学 １ 4 1 １ 3 １ 22

1

　実践薬学 1 1 1

1
　医薬品情報学 1
　感染制御薬学 1

　薬物動態学 1 1 2 1

1
　臨床薬学 1 1 2

2
　遺伝解析薬学 1 1
　腫瘍細胞生物学 1
　臨床毒性学 1 1 2

1

　病態生理学 20 1 1

2 1

　臨床分析化学 1 １ 0 1

　薬剤学 1 １ 0

　薬理学 1 1 1 2 0

2
　生薬学・植物薬品化学 １ 0 1 2

1 1
　生物化学 1 1
　衛生化学 1 1

1 1
1 1 1

　薬化学 1 1

担当教員変更のため、
専任教員の配置を変更（26）　薬品物理化学 1 2

専
門
科
目

薬学研究課題

　薬品製造化学

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
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[　　　] [　4　　][　　　] [　　　]

[　　　] [　4　　]

3 20 - 23 必須科目1科目を選択科目（選択必須）へ移行（26）

[　　△1　] [　5　] [　　　] [　4　] 選択科目（選択必須）を1科目・選択科目を2科目追加（26）

4 19 26年度に変更した必修科目を申請通りに元通りに変
更(27)

自　由

科目

備　　　　　　　　考

科目

必　修 選　択

科目

選択科目1科目追加（25）

計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択

4

自　由

19

科目

設　置　時　の　計　画

科目

4

科目

19

科目

0

計

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（２） 授業科目数

科目

　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

2315
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

未開講科目と廃止科目の計

（４） 廃止科目

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

設置時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

該当なし

＝ 0
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備考区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校
　
　
地
　
　
等

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

0 ㎡ 0 ㎡ 171,178.72 ㎡171,178.72 ㎡

大学全体での共用分
図書
211,545〔67,026〕
(206,031〔67,387〕)
学術雑誌
2,748〔1,339〕
(2,688〔1,338〕)
電子ジャーナル
5,731〔4,542〕
(4,901〔3,757〕)
視聴覚資料
689(693)

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

0 ㎡

運動場用地

小　　　計  189,142.15 ㎡

 17,963.43 ㎡

校 舎 敷 地

 0 ㎡

（　　　　　 0 ㎡） （　　　　　 0 ㎡）

21

視聴覚資料 機械・器具 標　　本

（74,405.44 ㎡）

演　習　室

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

薬学研究科薬学専攻
（博士課程）

室

冊

1,993〔991〕　

（　90,377〔51,049〕） （　1,930〔987〕）

３　施設・設備の整備状況，経費

 0 ㎡ 74,405.44 ㎡

（74,405.44 ㎡）

223,902.41 ㎡ 0 ㎡

0 ㎡

計

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

10室

実験実習室

0室

74,405.44 ㎡

点

91,127〔50,174〕　　 0〔　0　〕　

(7,132)

0〔　0　〕　 0 2,119

共 同 研 究 費 等 58,980千円 58,980千円 75,254千円

開設年度

(   0   ) (2,119)

収 納 可 能 冊 数

0 2119

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

5,620 ㎡

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、補助金、寄附金収入、等

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

700千円 500千円 500千円

第５年次 第６年次

1,113千円

－千円設備購入費

図書購入費

40,000千円

228,540千円 228,540千円1,113千円

500千円 千円 千円

223,902.41 ㎡

語学学習施設

（補助職員　0　人）

0室

情報処理学習施設

0室

第４年次

　

図
書
・
設
備

(５)

計
1,993〔991〕　

種

閲 覧 座 席 数

（　90,377〔51,049〕）

（補助職員　0　人）
44室

164,833

区　　　　分

(7,132)

〔うち外国書〕 点 点

(３) 教　　室　　等

7,132薬学研究科学薬
専攻

（博士課程）

91,127〔50,174〕　

完成年度

253　席

講　義　室

(４) 専任教員研究室

〔うち外国書〕

区　　分

228,540千円

7132

(2,119)

面　　　　　積

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

（　1,930〔987〕） （　　0　〔　0　〕）

開設年度

(   0   )

 17,963.43 ㎡

0 ㎡ 0 ㎡  189,142.15 ㎡

0 ㎡ 34,760.26 ㎡

0 ㎡

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0 ㎡

（　0〔　0　〕）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

そ　の　他

合　　　計

34,760.26 ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

野 球 場 、 弓 道 場 、 サ ッ カ － ・ ラ ク ビ － 場 ・ テ ニ ス コ － ト

1,252 ㎡

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

医学研究科生理系専攻
（博士課程）

4 10 - 40 博士（医学） 0.80 昭和34年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

医学研究科病理系専攻
（博士課程）

4 12 - 48 博士（医学） 1.41 昭和34年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

医学研究科社会医学系専攻
（博士課程）

4 4 - 16 博士（医学） 1.25 昭和34年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

医学研究科内科系専攻
（博士課程）

4 16 - 64 博士（医学） 1.00 昭和34年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

医学研究科外科系専攻
（博士課程）

4 18 - 72 博士（医学） 1.11 昭和34年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

歯学研究科歯学専攻
（博士課程）

4 18 - 72 博士（歯学） 1.50 昭和58年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

薬学研究科薬学専攻
（博士課程）

4 8 - 32 博士（薬学） 1.75 平成24年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

薬学研究科薬学専攻
（博士後期課程）

3 - - - 博士（薬学） - 平成10年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

平成24年より募集停止

薬学研究科医療薬学専攻
（博士後期課程）

3 - - - 博士（薬学） - 平成10年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

平成24年より募集停止

保健医療学研究科
保健医療学専攻
（前期課程）

2 10 - 20
修士
（保健医療学）

1.90 平成19年度
神奈川県横浜市緑
区十日市場町1865

保健医療学研究科
保健医療学専攻
（後期課程）

3 4 - 12
博士
（保健医療学）

1.00 平成24年度
神奈川県横浜市緑
区十日市場町1865

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

医学部医学科 6 120 - 720 学士（医学） 0.98 昭和27年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

歯学部歯学科 6 105 - 630 学士（歯学） 0.96 昭和52年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

薬学部薬学科 6 200 - 1200 学士（薬学） 0.99 平成18年度
東京都品川区旗
の台1-5-8

保健医療学部

　看護学科 4 95
3年次

10
400 学士（看護学） 1.07 平成14年度

神奈川県横浜市緑
区十日市場町1865

　理学療法学科 4 30 120
学士
（理学療法学） 1.20 平成14年度

神奈川県横浜市緑
区十日市場町1865

　作業療法学科 4 30 120
学士
（作業療法学） 0.83 平成14年度

神奈川県横浜市緑
区十日市場町1865

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

４　既設大学等の状況

昭和大学

昭和大学　大学院

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

12



５　教員組織の状況

＜薬学研究科　薬学専攻＞

（１） 担当教員表

教授 教授

教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

教授 教授

准教授 准教授

准教授 教授

准教授

准教授 准教授

准教授 教授

准教授 教授

准教授 教授

変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専
教授
（研究科

長）

ﾔﾏﾓﾄ ﾄｼﾉﾘ
山元　俊憲

(62)高
<平成24年4月>

臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専 教授
（研究科長）

ﾔﾏﾓﾄ ﾄｼﾉﾘ
山元　俊憲

(65)高
<平成24年4月>

臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲﾄｳ ﾀｶｼ
伊藤　喬

(56)
<平成24年4月>

薬品情報の先端科学
薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲﾄｳ ﾀｶｼ
伊藤　喬

(59)
<平成24年4月>

薬品情報の先端科学
薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾄﾘｲﾂﾞｶ ｶｽﾞｵ
鳥居塚　和生

(58)
<平成24年4月>

生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

ﾄﾘｲﾂﾞｶ ｶｽﾞｵ
鳥居塚　和生

逝去

専
ｱﾗｶﾜ ﾋﾃﾞﾄｼ
荒川　秀俊

(60)
<平成24年4月>

臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｱﾗｶﾜ ﾋﾃﾞﾄｼ
荒川　秀俊

(63)
<平成24年4月>

臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ﾊﾗ ｼｭﾝﾀﾛｳ
原　俊太郎

(50)
<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾊﾗ ｼｭﾝﾀﾛｳ
原　俊太郎

(53)
<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾅｶﾑﾗ ｱｷﾋﾛ
中村　明弘

(52)
<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾅｶﾑﾗ ｱｷﾋﾛ
中村　明弘

(55)
<平成24年4月>

薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｼﾊﾞﾇﾏ ﾓﾄｺ
柴沼　質子

(51)
<平成24年4月>

がん薬物療法学
腫瘍細胞生物学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｼﾊﾞﾇﾏ ﾓﾄｺ
柴沼　質子

(54)
<平成24年4月>

がん薬物療法学
腫瘍細胞生物学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾎﾝﾀﾞ ｶｽﾞｵ
本田　一男

(62)高
<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
疾患解明の先端科学
薬理学
　薬学研究課題

専
ﾉﾍﾞ ｺｳｼﾞ

野部　浩司
(48)

<平成27年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

ﾎﾝﾀﾞ ｶｽﾞｵ
本田　一男

平成27年3月31日退職
定年

専
ｲﾀﾍﾞ ﾋﾛﾕｷ
板部　洋之

(51)
<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
生物化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｲﾀﾍﾞ ﾋﾛﾕｷ
板部　洋之

(54)
<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
生物化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｷｳﾁ ﾕｳｼﾞ

木内　祐二
(52)

<平成24年4月>

がん治療学
がん薬物療法学
実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｷｳﾁ ﾕｳｼﾞ

木内　祐二
(55)

<平成24年4月>

がん治療学
がん薬物療法学
4大学院チーム医療
実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻﾄｳ ﾋﾄｼ
佐藤　均

(52)
<平成24年4月>

薬物動態学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻﾄｳ ﾋﾄｼ
佐藤　均

(55)
<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
医療薬学における統計学的
解析
薬物動態学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾅｶﾉ ﾔｽｺ

中野　泰子
(56)

<平成24年4月>

レギュラトリーサイエンス
遺伝解析薬学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ﾅｶﾉ ﾔｽｺ

中野　泰子
(59)

<平成24年4月>

レギュラトリーサイエンス
遺伝解析薬学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｶﾄｳ ﾔｽﾋｻ

加藤　裕久
(57)

<平成24年4月>

がん薬物療法学
医薬品情報学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶﾄｳ ﾔｽﾋｻ

加藤　裕久
(60)

<平成24年4月>

がん薬物療法学
医薬品情報学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾑﾗﾔﾏ ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ
村山　純一郎

(62)高
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻｻｷ　ﾀﾀﾞﾉﾘ

佐々木　忠徳
(60)

<平成27年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

ﾑﾗﾔﾏ ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ
村山　純一郎

平成27年3月31日退職
定年

専
ﾅｶﾞﾀ ｶｽﾞﾋﾛ
永田　和弘

(48)
<平成24年4月>

薬品情報の先端科学
薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾅｶﾞﾀ ｶｽﾞﾋﾛ
永田　和弘

(51)
<平成24年4月>

薬品情報の先端科学
薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾊﾗｸﾞﾁ ｶｽﾞﾋﾛ
原口　一広

(50)
<平成24年4月>

薬品製造化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｸﾊﾗ　ｷﾖｼ
福原　潔

(53)
<平成25年4月>

薬品製造化学
　薬学研究課題
　輪講

ﾊﾗｸﾞﾁ ｶｽﾞﾋﾛ
原口　一広

平成25年3月31日退職
自己都合

専
ｲﾄｳ ｶﾂﾄｼ

伊藤　克敏
(49)

<平成24年4月>
臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講

ｲﾄｳ ｶﾂﾄｼ
伊藤　克敏

平成27年3月31日退職
自己都合

専
ﾅｶﾀﾆ ﾖｼﾋﾄ
中谷　良人

(43)
<平成24年4月>

衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾅｶﾀﾆ ﾖｼﾋﾄ
中谷　良人

(47)
<平成24年4月>

衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｷﾀｶﾞﾜ ﾔｽﾕｷ
北川　康行

(52)
<平成24年4月>

薬品物理化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｺﾞｳﾀﾞ ﾋﾛｱｷ
合田　浩明

（49）
<平成26年4月>

薬品物理化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

ｷﾀｶﾞﾜ ﾔｽﾕｷ
北川　康行

平成26年3月31日退職
自己都合

専
ｸﾗﾀ ﾅｵﾐ

倉田　なおみ
(58)高

<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾗﾀ ﾅｵﾐ

倉田　なおみ
(61)高

<平成24年4月>
社会薬学
　薬学研究課題
　輪講

平成26年4月1日教授昇任

専
ﾇﾏｻﾞﾜ ｻﾄｼ
沼澤　聡

(51)
<平成24年4月>

臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾇﾏｻﾞﾜ ｻﾄｼ
沼澤　聡

(54)
＜平成２４年９月＞

臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講



変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

准教授 教授

准教授 准教授

准教授 准教授

准教授 准教授

准教授

准教授

准教授

准教授 准教授

講師 講師

講師 准教授

講師 講師

講師 講師

講師 講師

講師 准教授

講師 講師

講師 教授(員外)

講師 講師

准教授 准教授

講師 教授(員外)

講師 講師

助教 講師

助教 助教

助教 助教

助教

専
ｵｵﾊﾀ ﾋｻﾕｷ
大幡　久之

(57)高
<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｵﾊﾀ ﾋｻﾕｷ
大幡　久之

(61)高
<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

所属変更
平成27年4月1日

専
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾄﾓﾋﾛ
山口　智広

(40)
<平成24年4月>

生物化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾄﾓﾋﾛ
山口　智広

(43)
<平成24年4月>

生物化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾅ
小林　靖奈

(44)
<平成24年4月>

がん薬物療法学
臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾅ
小林　靖奈

(48)
<平成24年4月>

がん薬物療法学
臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾀﾅｶ ﾉﾌﾞﾀﾀﾞ
田中　信忠

(42)
<平成24年4月> 生体高分子の構造解析法 専

ﾀﾅｶ ﾉﾌﾞﾀﾀﾞ
田中　信忠

(45)
<平成24年4月> 生体高分子の構造解析法

専
ｼﾐｽﾞ ｼﾕﾝｲﾁ
清水　俊一

(49)
<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
病態生理学
　薬学研究課題
　輪講

ｼﾐｽﾞ ｼﾕﾝｲﾁ
清水　俊一

平成26年3月31日退職
自己都合

専
ｵｵｲ ﾋﾛｱｷ

大井　浩明
(51)

<平成24年4月>
実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

ｵｵｲ ﾋﾛｱｷ
大井　浩明

平成25年3月31日退職
自己都合

専
ﾐｳﾗ ﾅﾝｺ

三浦　南虎
(58)高

<平成24年4月>
実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

ﾐｳﾗ ﾅﾝｺ
三浦　南虎

平成26年3月31日退職
定年退職

専
ｲｼﾉ ｹｲｺ

石野　敬子
(40)

<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
感染制御薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲｼﾉ ｹｲｺ

石野　敬子
(43)

<平成24年4月>

疾患解明の先端科学
感染制御薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾏﾓﾄ ﾋﾛｷ

熊本　浩樹
(40)

<平成24年4月>
薬品製造化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾏﾓﾄ ﾋﾛｷ

熊本　浩樹
(43)

<平成24年4月>
薬品製造化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾎﾘ ﾕﾐｺ

堀　由美子
(45)

<平成24年4月>
生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾀｶﾏﾂ　ｻﾄｼ
高松　智

(51)
<平成25年4月>

生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

ﾎﾘ ﾕﾐｺ
堀　由美子

平成24年3月31日退職
自己都合

専
ｻﾉ ﾖｼﾋﾛ

佐野　佳弘
(41)

<平成24年4月>

臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｻﾉ ﾖｼﾋﾛ

佐野　佳弘
(44)

<平成24年4月>

臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ﾀﾅｶ ｻﾁｺ

田中　佐知子
(49)

<平成24年4月>
臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾀﾅｶ ｻﾁｺ

田中　佐知子
(52)

<平成24年4月>
臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｧﾝ ﾔﾝｲﾙ
黄　洋一

(53)
<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｧﾝ ﾔﾝｲﾙ
黄　洋一

(57)
<平成24年4月>

トランスレーショナルリサーチ

薬理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲｼｲ ﾏｻｶｽﾞ
石井　正和

(42)
<平成24年4月>

病態生理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲｼｲ ﾏｻｶｽﾞ
石井　正和

(45)
<平成24年4月>

病態生理学
　薬学研究課題
　輪講

平成26年4月1日准教授昇任

専
ｻｸﾞﾁ ｹﾝｲﾁ
佐口　健一

(43)
<平成24年4月>

実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻｸﾞﾁ ｹﾝｲﾁ
佐口　健一

(46)
<平成24年4月>

実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺｳｺﾞ ﾏﾘ

向後　麻里
(42)

<平成24年4月>
実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺｳｺﾞ ﾏﾘ

向後　麻里
(45)

<平成25年4月>

救急医療薬学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

平成27年4月1日教授（員外）
昇任

専
ﾈｺﾞﾛ ﾀｶﾊﾙ
根来　孝治

(50)
<平成24年4月>

レギュラトリーサイエンス
遺伝解析薬学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ﾈｺﾞﾛ ﾀｶﾊﾙ
根来　孝治

(53)
<平成24年4月>

レギュラトリーサイエンス
遺伝解析薬学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｻｲﾄｳ ｲｻｵ
齋藤　勲

(45)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻｲﾄｳ ｲｻｵ
齋藤　勲

(48)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄｵﾙ
渡邊　徹

(44)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄｵﾙ
渡邊　徹

(47)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

平成27年4月1日教授（員外）
昇任

専
ｸﾜﾀ ﾋﾛｼ
桑田　浩

(40)
<平成24年4月>

衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾜﾀ ﾋﾛｼ
桑田　浩

(43)
<平成24年4月>

衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶﾈﾐﾂ ﾀｸﾔ

金光　卓也
(44)

<平成24年4月>

薬品情報の先端科学
薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶﾈﾐﾂ ﾀｸﾔ

金光　卓也
(47)

<平成24年4月>

薬品情報の先端科学
薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾐﾔｻﾞｷ ﾐﾁｺ
宮崎　倫子

(42)
<平成24年4月>

薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾐﾔｻﾞｷ ﾐﾁｺ
宮崎　倫子

(46)
<平成24年4月>

薬化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾎﾞﾀ ﾕﾀｶ
窪田　豊

(34)
<平成24年4月>

薬品製造化学
　薬学研究課題
　輪講

ﾐｽﾞﾉ　ﾐﾚｲ
水野　美麗

（25）
<平成26年4月>

生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

ｸﾎﾞﾀ ﾕﾀｶ
窪田　豊

平成25年3月31日退職
自己都合

専
ｼﾏﾀﾞ ﾋｻｼ
島田　央

(31)
<平成24年4月>

薬品製造化学
　薬学研究課題
　輪講

ｼﾏﾀﾞ ﾋｻｼ
島田　央

平成24年4月15日退職
自己都合

専



変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 講師

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教

助教 講師

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教

助教 助教

助教 助教

専
ｱﾂﾐ ﾄｼﾕｷ

渥美　聡孝
(29)

<平成24年4月>
生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺｲｹ　ﾕｶ

小池　佑果
(30)

<平成25年4月>
生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

ｱﾂﾐ ﾄｼﾕｷ
渥美　聡孝

平成24年3月31日退職
自己都合

専
ﾌｸﾑﾗ ﾓﾄﾉﾘ
福村　基徳

(34)
<平成24年4月>

生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｸﾑﾗ ﾓﾄﾉﾘ
福村　基徳

(38)
<平成24年4月>

生薬学・植物薬品化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶﾗｻﾜ ｺｳｼﾞ
唐沢　浩二

(33)
<平成24年4月>

臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶﾗｻﾜ ｺｳｼﾞ
唐沢　浩二

(36)
<平成24年4月>

臨床分析化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾖﾀﾞ ｴﾐｺ

依田　恵美子
(31)

<平成24年4月>
衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾖﾀﾞ ｴﾐｺ

依田　恵美子
(34)

<平成24年4月>
衛生化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｳﾒﾀﾞ ﾄﾓﾉﾌﾞ
梅田　知伸

(35)
<平成24年4月>

薬品物理化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾛﾀﾞ　ﾀﾞｲｽｹ
黒田　大佑

(33)
<平成27年4月>

薬品物理化学
　薬学研究課題
　輪講

ｳﾒﾀﾞ ﾄﾓﾉﾌﾞ
梅田　知伸

平成27年3月31日退職
自己都合

専
ｸｻｶﾍﾞ ﾖｼｵ

日下部　吉男
(35)

<平成24年4月>
薬品物理化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸｻｶﾍﾞ ﾖｼｵ

日下部　吉男
(38)

<平成24年4月>
薬品物理化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｼﾞﾀ ﾖｼｱｷ
藤田　吉明

(46)
<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｼﾞﾀ ﾖｼｱｷ
藤田　吉明

(49)
<平成24年4月>

薬剤学
薬学研究課題
　輪講

専
ﾑﾗﾔﾏ ﾉﾌﾞﾋﾛ
村山　信浩

(48)
<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾑﾗﾔﾏ ﾉﾌﾞﾋﾛ
村山　信浩

(51)
<平成24年4月>

薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

平成26年2月1日講師昇任

専
ｱｼﾉ ﾀｶｼ
芦野　隆

(35)
<平成24年4月>

臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｱｼﾉ ﾀｶｼ
芦野　隆

(38)
<平成24年4月>

臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶｲｻﾞｷ ｱｽｶ

貝崎　明日香
(31)

<平成24年4月>
臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾐﾂﾓﾄ ｱｽｶ

光本　明日香
(34)

<平成24年4月>
臨床毒性学
　薬学研究課題
　輪講

改姓：平成25年11月22日
（旧姓　光本）

専
ｲｼｶﾜ ﾌﾐﾋﾛ
石川　文博

(32)
<平成24年4月>

腫瘍細胞生物学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲｼｶﾜ ﾌﾐﾋﾛ
石川　文博

(35)
<平成24年4月>

腫瘍細胞生物学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾓﾘ ｶｽﾞﾉﾘ
森　一憲

(34)
<平成24年4月>

腫瘍細胞生物学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾓﾘ ｶｽﾞﾉﾘ
森　一憲

(37)
<平成24年4月>

腫瘍細胞生物学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾉﾍﾞ ｺｳｼﾞ

野部　浩司
(45)

<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

ﾉﾍﾞ ｺｳｼﾞ
野部　浩司
平成24年3月31日退職
自己都合
平成27年4月薬理学教授採用

専
ﾊｼﾓﾄ ﾃﾙﾏｻ
橋本　光正

(52)
<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾊｼﾓﾄ ﾃﾙﾏｻ
橋本　光正

(55)
<平成24年4月>

トランスレーショナルリ
サーチ
薬理学
　薬学研究課題
　輪講

ﾊｼﾓﾄ ﾃﾙﾏｻ
橋本　光正
講師昇任

専
ｵﾊﾞﾏ ﾀｶｼ

小濵　孝士
(36)

<平成24年4月>

生物化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｵﾊﾞﾏ ﾀｶｼ

小濵　孝士
(39)

<平成24年4月>

生物化学
　薬学研究課題
　輪講
生体高分子の構造解析法

専
ｶﾄｳ ﾘﾅ

加藤　里奈
(39)

<平成24年4月>
生物化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｶﾄｳ ﾘﾅ

加藤　里奈
(42)

<平成24年4月>
生物化学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｵﾊﾞﾔｼ ﾏｻﾕｷ
大林　真幸

(35)
<平成24年4月>

臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｵﾊﾞﾔｼ ﾏｻﾕｷ
大林　真幸

(38)
<平成24年4月>

臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺｳﾔﾏ ﾉﾘｺ

神山　紀子
(38)

<平成24年4月>
臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺｳﾔﾏ ﾉﾘｺ

神山　紀子
(41)

<平成24年4月>
臨床薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵﾀﾞﾅｶ ﾕｷ

小田中　友紀
(41)

<平成24年4月> 生体高分子の構造解析法 専
ｵﾀﾞﾅｶ ﾕｷ

小田中　友紀
(44)

<平成24年4月> 生体高分子の構造解析法

専
ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｻﾄｺ
松林　智子

(42)
<平成24年4月> 生体高分子の構造解析法 専

ﾏﾂﾊﾞﾔｼ ｻﾄｺ
松林　智子

(45)
<平成24年4月> 生体高分子の構造解析法

専
ｸﾘﾊﾗ ﾀﾂﾔ

栗原　竜也
(35)

<平成24年4月>
病態生理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｸﾘﾊﾗ ﾀﾂﾔ

栗原　竜也
(38)

<平成24年4月>
病態生理学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｴﾝﾄﾞｳ ﾋﾛﾕｷ
遠藤　寛之

(33)
<平成24年4月>

実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

ｴﾝﾄﾞｳ ﾋﾛﾕｷ
遠藤　寛之

平成23年5月31日退職
自己都合

専
ｺﾊﾞﾔｼ ｱﾔ
小林　文

(42)
<平成24年4月>

実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｺﾊﾞﾔｼ ｱﾔ
小林　文

(46)
<平成24年4月>

実践薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻｲﾄｳ ｷﾖﾐ

齊藤　清美
(39)

<平成24年4月>
薬物動態学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｻｲﾄｳ ｷﾖﾐ

齊藤　清美
(42)

<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
医療薬学における統計学的
解析法
薬物動態学
　薬学研究課題
　輪講



変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

助教 講師

助教 助教

助教 助教

助教 講師

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 講師

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

助教 助教

准教授

ﾐﾈﾑﾗ　ｱﾂｺ
峯村　純子

（56）
<平成27年4月>

救急医療薬学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任専 教授(員外)

専
ｽｷﾞﾔﾏ ｴﾘｶ

杉山　恵理花
(40)

<平成24年4月>
薬物動態学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｽｷﾞﾔﾏ ｴﾘｶ

杉山　恵理花
(43)

<平成24年4月>

薬剤開発の先端科学
医療薬学における統計学的
解析法
薬物動態学
　薬学研究課題
　輪講

平成25年11月1日講師昇任

専
ﾀﾆｵｶ ﾄｼﾋﾛ
谷岡　利裕

(39)
<平成24年4月>

レギュラトリーサイエンス
遺伝解析薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾀﾆｵｶ ﾄｼﾋﾛ
谷岡　利裕

(42)
<平成24年4月>

レギュラトリーサイエンス
遺伝解析薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾊﾝﾀﾞ ｻﾄｺ

半田　智子
(46)

<平成24年4月>
医薬品情報学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾊﾝﾀﾞ ｻﾄｺ

半田　智子
(49)

<平成24年4月>
医薬品情報学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｱﾍﾞ ｾｲｼﾞ

阿部　誠治
(38)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｱﾍﾞ ｾｲｼﾞ

阿部　誠治
(41)

＜平成２４年７月＞

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲｼｲ ｱﾔｺ

石井　亜矢子
(33)

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｱﾔｺ

渡邊　亜矢子
(36)

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

婚姻のため氏名変更

専
ｲﾁｸﾗ ﾀﾞｲｽｹ
市倉　大輔

(33)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｲﾁｸﾗ ﾀﾞｲｽｹ
市倉　大輔

(36)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｵﾄ ﾕｳｼﾞ

大戸　祐治
(34)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｵﾄ ﾕｳｼﾞ

大戸　祐治
(37)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｶｻﾞｷ ｹｲﾉｽｹ
岡﨑　敬之介

(33)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｵｶｻﾞｷ ｹｲﾉｽｹ
岡﨑　敬之介

(36)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｽｷﾞｻﾜ ｻﾄﾙ
杉沢　諭

(30)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｽｷﾞｻﾜ ｻﾄﾙ
杉沢　諭

(33)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾀﾅｶ ﾋﾛﾉﾘ

田中　広紀
(38)

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾀﾅｶ ﾋﾛﾉﾘ

田中　広紀
(41)

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｹ ﾄｼﾔ

冨家　俊弥
(39)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｹ ﾄｼﾔ

冨家　俊弥
(42)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

ﾌｹ ﾄｼﾔ
冨家　俊弥
講師昇任

専
ﾌｼﾞﾊﾗ ﾋｻﾄ
藤原　久登

(38)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾌｼﾞﾊﾗ ﾋｻﾄ
藤原　久登

(41)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾍｲﾄｳ ｱｷﾗ
平藤　彰

(40)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾍｲﾄｳ ｱｷﾗ
平藤　彰

(43)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾎｼ ｱｶﾈ
星　茜
(32)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾎｼ ｱｶﾈ
星　茜
(35)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾐﾔﾉ ﾏｻﾋﾛ

宮野　正広
(36)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾐﾔﾉ ﾏｻﾋﾛ

宮野　正広
(39)

<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾔｷﾞ ﾋﾄｼ

八木　仁史
(34)

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾔｷﾞ ﾋﾄｼ

八木　仁史
(37)

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾔﾏﾀﾞ ｷｮｳﾍｲ
山田　恭平

(31)
<平成24年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ｷﾀﾊﾗ　ｶﾅﾕｷ

北原　加奈之
（39）

<平成24年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

ﾔﾏﾀﾞ ｷｮｳﾍｲ
山田　恭平

平成25年3月31日退職
自己都合

専
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ﾋﾄﾐ
若林　仁美

(33)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
ﾜｶﾊﾞﾔｼ ﾋﾄﾐ
若林　仁美

(36)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

専
前田　真之

(31)
<平成24年4月>

感染制御薬学
　薬学研究課題
　輪講

専
前田　真之

(34)
<平成24年4月>

感染制御薬学
　薬学研究課題
　輪講

兼任 教授
ﾏｽﾀﾞ ﾕﾀｶ
増田　豊

(65)
<平成24年4月> がん疼痛緩和学 兼任 教授

兼任
ｲﾜｲ ｼﾝｲﾁ

岩井　信市
(44)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 専 教授
ｲﾜｲ ｼﾝｲﾁ

岩井　信市
(47)

<平成25年4月>
治療ニーズ探索学
臨床研究概論

ﾏｽﾀﾞ ﾕﾀｶ
増田　豊

(68)
<平成24年4月> がん疼痛緩和学

専 講師
ｱｶｶﾞﾜ　ｹｲｺ
赤川　圭子

（49）
<平成27年4月>

社会薬学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ｼﾊﾞﾀ　ｹｲﾀ
柴田　佳太

(31）
<平成27年4月>

社会薬学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ｶﾒｲ　ﾀﾞｲｽｹ
亀井　大輔

(40）
<平成27年4月>

治療ニーズ探索学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ﾀｹﾓﾄ　ｲｵﾘ
竹本　伊織

(26）
<平成27年4月>

治療ニーズ探索学
　薬学研究課題
　輪講

新任



変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

ｸﾜﾊﾗ　ｸﾙﾐ
桑原　久瑠美

（31）
<平成27年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ﾐﾔｻｶ　ﾖｼﾕｷ
宮坂　善之

（36）
<平成27年4月>

救急医療薬学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教

専 助教

ｳｽﾀﾞ　ﾏｻﾋﾛ
臼田　昌弘

（28）
<平成27年4月>

救急医療薬学
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ﾆｵ　ﾕｳﾀ

仁尾　祐太
（28）

<平成27年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 講師
ｳﾁｸﾗ　ﾀｹｼ
内倉　健
（36）

<平成27年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ｽｽﾞｷ　ｺｳｽｹ
鈴木　康介

（29）
<平成27年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ｵｶﾞﾜ　ﾔｽﾊ
小川　泰葉

（28）
<平成27年4月>

病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ｶﾜｼﾏ　ﾜﾀﾙ
川島　渉
（28）

<平成27年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ﾅｶﾞｲ　ﾂﾄﾑ
永井　努
（39）

<平成27年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任

専 助教
ｽﾅｶﾞ　ﾄﾐｺﾐ

須永　登美子
（35）

<平成27年4月>
病院薬剤学
　薬学研究課題
　輪講

新任



＜薬学研究科　共通科目＞

（１） 担当教員表

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼担

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

教授
ｶｸ ｼﾕ

郭　試瑜
(61)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ｶｸ ｼﾕ

郭　試瑜
(64)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ｻﾄｳ ﾀｶｵ

佐藤　孝雄
(64)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ｻﾄｳ ﾀｶｵ

佐藤　孝雄
(67)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ｲﾜｾ ﾐﾁｺ

岩瀬　みち子
(62)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ｲﾜｾ ﾐﾁｺ

岩瀬　みち子
(65)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ﾀﾅｶ ｴｲﾉｽｹ

田中　榮之介
(66)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ﾀﾅｶ ｴｲﾉｽｹ

田中　榮之介
(69)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ﾔｽﾊﾗ ﾊｼﾞﾒ
安原　一
(66)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ﾔｽﾊﾗ ﾊｼﾞﾒ
安原　一
(69)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｼﾐｽﾞ　ﾋｻﾉﾘ
清水　久範

(39)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学
講師

ｼﾐｽﾞ　ﾋｻﾉﾘ
清水　久範

(42)
<平成24年4月>

薬学的がんケア学

講師
マイケル・マイヤース

Michel W. Myers

(32)

<平成24年4月> 実践薬学英語 講師

マイケル・マイヤース

Michel W. Myers

(35)

<平成24年4月> 実践薬学英語

講師
テラカド　ヒロユキ

寺門　浩之
(49)

<平成24年4月> がん薬物療法学

テラカド　ヒロユキ

寺門　浩之
退職

講師
ｴｶﾞﾜ ｶｵﾙ
江川　薫
(60)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 教授
ｴｶﾞﾜ ｶｵﾙ
江川　薫
(63)

<平成25年4月> 生体の超微細構造解析法

講師
ﾓﾘﾓﾄ ﾀﾛｳ
盛本　太郎

(50)
<平成24年4月> がん治療学 講師

ﾓﾘﾓﾄ ﾀﾛｳ
盛本　太郎

(54)
<平成24年4月> がん治療学

講師
ｼﾊﾞ ｶﾅｺ

柴　加奈子
(31)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 講師
ｼﾊﾞ ｶﾅｺ

柴　加奈子
(34)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

講師
ﾗｲ ｼﾖｳﾎｳ
雷　小峰
(33)

<平成24年4月> 生体内の物質分析法 助教
ﾗｲ ｼﾖｳﾎｳ
雷　小峰
(36)

<平成24年4月> 生体内の物質分析法

講師
ﾄｻﾞｷ ﾃﾙｱｷ
戸崎　晃明

(42)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾄｻﾞｷ ﾃﾙｱｷ
戸崎　晃明

(45)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｳﾁｶﾜ ﾄﾓﾖｼ
内川　友義

(46)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ｳﾁｶﾜ ﾄﾓﾖｼ
内川　友義

(49)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｳﾁﾀﾞ ﾉﾌﾞﾀｶ
内田　信隆

(44)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ｳﾁﾀﾞ ﾉﾌﾞﾀｶ
内田　信隆

(47)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｵｶﾞﾜ ｶﾂﾄｼ
小川　勝利

(49)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ｵｶﾞﾜ ｶﾂﾄｼ
小川　勝利

(52)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｸﾘﾓﾄ ﾀﾀﾞｼ
栗本　忠
(59)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ｸﾘﾓﾄ ﾀﾀﾞｼ
栗本　忠
(62)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾐﾁｺ
小林　道子

(45)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐﾁｺ
小林　道子

(48)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｻｶｼﾀ ﾐﾂｱｷ
坂下　光明

(57)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ｻｶｼﾀ ﾐﾂｱｷ
坂下　光明

(60)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾂｼﾞ ﾀｲｷ
辻　泰喜
(55)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾂｼﾞ ﾀｲｷ
辻　泰喜
(58)

<平成24年4月> 生体の機能解析法



兼任 兼担

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼任 兼任

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

講師
ﾊｼﾓﾄ ﾐﾕｷ

橋本　みゆき
(54)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾊｼﾓﾄ ﾐﾕｷ

橋本　みゆき
(57)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾋﾛｾ ｹｲｺ

廣瀬　惠子
(49)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾋﾛｾ ｹｲｺ

廣瀬　惠子
(52)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾔﾏﾀﾞ ﾌﾐｵ

山田　二三夫
(52)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾔﾏﾀﾞ ﾌﾐｵ

山田　二三夫
(55)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｻｻｷ ﾋﾛｼ

佐々木　洋
(60)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ｻｻｷ ﾋﾛｼ

佐々木　洋
(63)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾑﾗﾀ ﾅｵﾐﾁ
村田　尚道

(36)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾑﾗﾀ ﾅｵﾐﾁ
村田　尚道

(39)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾘ ｹﾞﾝｼﾖｸ
李　元植
(49)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾘ ｹﾞﾝｼﾖｸ
李　元植
(52)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ﾅｶﾑﾗ ｾｲｺﾞ
中村　清吾

(55)
<平成24年4月> がん治療学 教授

ﾅｶﾑﾗ ｾｲｺﾞ
中村　清吾

(58)
<平成24年4月> がん治療学

教授
ﾄﾓﾔｽ ｼｹﾞﾙ
友安　茂
(64)

<平成24年4月> がん治療学 教授
ﾄﾓﾔｽ ｼｹﾞﾙ
友安　茂
(67)

<平成25年4月> がん治療学

教授
ｾﾗﾀﾞ ｶｽﾞﾕｷ
世良田　和幸

(62)
<平成24年4月> がん疼痛緩和学 教授

ｾﾗﾀﾞ ｶｽﾞﾕｷ
世良田　和幸

(65)
<平成24年4月> がん疼痛緩和学

教授
ｳﾁﾀﾞ ｴｲｼﾞ
内田　英二

(58)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ｳﾁﾀﾞ ｴｲｼﾞ
内田　英二

(61)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ｼｵﾀﾞ ｾｲｼﾞ
塩田　清二

(62)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

ｼｵﾀﾞ ｾｲｼﾞ
塩田　清二

平成27年3月31日退職

教授
ｵｵﾂｶ ﾅﾙﾋﾄ
大塚　成人

(49)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 教授

ｵｵﾂｶ ﾅﾙﾋﾄ
大塚　成人

(52)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

教授
ﾋｻﾐﾂ ﾀﾀﾞｼ
久光　正
(60)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ﾋｻﾐﾂ ﾀﾀﾞｼ
久光　正
(63)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ﾎﾝﾏ ｲｸｵ

本間　生夫
(64)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ﾎﾝﾏ ｲｸｵ

本間　生夫
(67)

<平成25年4月> 生体の機能解析法
ﾎﾝﾏ ｲｸｵ

本間　生夫
役職変更（名誉教授）

教授
ﾐﾔｻﾞｷ ｱｷﾗ
宮崎　章
(53)

<平成24年4月> 生体内の物質分析法 教授
ﾐﾔｻﾞｷ ｱｷﾗ
宮崎　章
(56)

<平成24年4月> 生体内の物質分析法

教授
ﾓﾛﾎｼ ﾄｼｵ
諸星　利男

(64)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 教授

ﾓﾛﾎｼ ﾄｼｵ
諸星　利男

(68)
<平成25年4月> 生体の超微細構造解析法

ﾓﾛﾎｼ ﾄｼｵ
諸星　利男

役職変更（名誉教授）

教授
ﾀﾅｶ ｶｽﾞｵ
田中　和生

(57)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 教授

ﾀﾅｶ ｶｽﾞｵ
田中　和生

(60)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

教授
ﾅｶﾀﾞﾃ ﾄｼｵ
中館　俊夫

(59)
<平成24年4月>

医学生物における統計学的解
析法

教授
ﾅｶﾀﾞﾃ ﾄｼｵ
中館　俊夫

(62)
<平成24年4月> 医学生物における統計学的解析法

教授
ｺｶｾﾞ ｱｶﾂｷ
小風　暁
(48)

<平成24年4月>
医学生物における統計学的解
析法

教授
ｺｶｾﾞ ｱｶﾂｷ
小風　暁
(51)

<平成24年4月> 医学生物における統計学的解析法

教授
ｻﾄｳ ｹｲｿﾞｳ
佐藤　啓造

(59)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法 教授

ｻﾄｳ ｹｲｿﾞｳ
佐藤　啓造

(62)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法

教授
ｸﾏｻﾞﾜ ﾀｹｼ
熊澤　武志

(53)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法 教授

ｸﾏｻﾞﾜ ﾀｹｼ
熊澤　武志

(56)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法

教授
ﾅｶﾑﾗ ﾏｻﾉﾘ
中村　雅典

(56)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 教授

ﾅｶﾑﾗ ﾏｻﾉﾘ
中村　雅典

(59)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

教授
ｲﾉｳｴ ﾄﾐｵ
井上　富雄

(54)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ｲﾉｳｴ ﾄﾐｵ
井上　富雄

(57)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

教授
ｶﾐｼﾞﾖｳ ﾘﾕｳﾀﾛｳ
上條　竜太郎

(53)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 教授

ｶﾐｼﾞﾖｳ ﾘﾕｳﾀﾛｳ
上條　竜太郎

(56)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法



兼担

兼担 兼任

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担

兼担 准教授 兼担 准教授

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

教授
ｲｶﾞﾗｼ ﾀｹｼ
五十嵐　武

(54)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

ｲｶﾞﾗｼ ﾀｹｼ
五十嵐　武

平成24年2月5日逝去

教授
ﾑｶｲ ﾖｼﾊﾙ
向井　美惠

(64)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ﾑｶｲ ﾖｼﾊﾙ
向井　美惠

(67)
<平成25年4月> 生体の機能解析法

教授
ﾔﾏﾀﾞ ｼﾖｳｼﾞ
山田　庄司

(64)
<平成24年4月>

医学生物における統計学的解
析法

教授
ﾔﾏﾀﾞ ｼﾖｳｼﾞ
山田　庄司

(68)
<平成25年4月> 医学生物における統計学的解析法

教授
ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｶｼ
宮﨑　隆
(58)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｶｼ
宮﨑　隆
(61)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

准教授
ﾋﾛｾ ﾀｶｼ
廣瀬　敬
(47)

<平成24年4月> がん治療学 准教授
ﾋﾛｾ ﾀｶｼ
廣瀬　敬
(50)

<平成24年4月> がん治療学

准教授
ｻﾄｳ ｱﾂｼ
佐藤　温
(49)

<平成24年4月> がん治療学

ｻﾄｳ ｱﾂｼ
佐藤　温

平成24年7月15日退職
自己都合

ｼﾀﾞ ｹﾝｼﾞ
信太　賢治

(51)
<平成24年4月> がん疼痛緩和学

ｼﾀﾞ ｹﾝｼﾞ
信太　賢治

(54)
<平成24年4月> がん疼痛緩和学

准教授
ﾌﾅﾊｼ ﾋｻﾕｷ
舟橋　久幸

(49)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 准教授

ﾌﾅﾊｼ ﾋｻﾕｷ
舟橋　久幸

(52)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

准教授
ｽｽﾞｷ ﾏｻﾀｶ
鈴木　雅隆

(56)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

ｽｽﾞｷ　ﾏｻﾀｶ
鈴木　雅隆

平成26年4月14日逝去

准教授
ﾓﾘﾔﾏ ﾋﾛｼ
森山　浩志

(50)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 准教授

ﾓﾘﾔﾏ ﾋﾛｼ
森山　浩志

(53)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

准教授
ｽﾅｶﾞﾜ ﾏｻﾀｶ
砂川　正隆

(44)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 准教授

ｽﾅｶﾞﾜ ﾏｻﾀｶ
砂川　正隆

(47)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

准教授
ﾅｶﾆｼ ﾀｶｺ
中西　孝子

(53)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 准教授

ﾅｶﾆｼ ﾀｶｺ
中西　孝子

(56)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

准教授
ｵﾆﾏﾙ ﾋﾛｼ
鬼丸　洋
(59)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授
ｵﾆﾏﾙ ﾋﾛｼ
鬼丸　洋
(62)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

准教授
ｲﾜﾓﾄ ｻﾝｼﾞﾕ
巖本　三壽

(55)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法 准教授

ｲﾜﾓﾄ ｻﾝｼﾞﾕ
巖本　三壽

(58)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法

准教授
ｵｵｲｹ ﾉﾌﾞﾕｷ
大池　信之

(42)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 准教授

ｵｵｲｹ ﾉﾌﾞﾕｷ
大池　信之

(45)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

准教授
ｺ ｼｾｲ

胡　志青
(54)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 准教授
ｺ ｼｾｲ

胡　志青
(57)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

准教授
ﾀﾃﾐﾁ ﾏｻﾕｷ
立道　昌幸

(50)
<平成24年4月>

医学生物における統計学的解
析法

准教授
ﾀﾃﾐﾁ ﾏｻﾕｷ
立道　昌幸

(53)
<平成24年4月> 医学生物における統計学的解析法

准教授
ﾔﾏﾉ ﾕｳｺ

山野　優子
(53)

<平成24年4月>
医学生物における統計学的解
析法

准教授
ﾔﾏﾉ ﾕｳｺ

山野　優子
(56)

<平成24年4月> 医学生物における統計学的解析法

准教授
ｼﾏﾀﾞ ﾅｵｷ
島田　直樹

(48)
<平成24年4月>

医学生物における統計学的解
析法

ｼﾏﾀﾞ ﾅｵｷ
島田　直樹

平成24年3月31日退職
自己都合

准教授
ﾂﾙｵｶ ﾏｻﾖｼ
鶴岡　正吉

(59)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ﾂﾙｵｶ ﾏｻﾖｼ
鶴岡　正吉

(62)
<平成25年4月> 生体の機能解析法

准教授
ﾐﾔﾓﾄ ﾖｳｲﾁ
宮本　洋一

(50)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 准教授

ﾐﾔﾓﾄ ﾖｳｲﾁ
宮本　洋一

(53)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

准教授
ﾋﾛﾅｶ ｼﾖｳｼﾞ
弘中　祥司

(45)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ﾋﾛﾅｶ ｼﾖｳｼﾞ
弘中　祥司

(48)
<平成25年4月> 生体の機能解析法

准教授
ﾀﾏｷ ﾕｷﾐﾁ
玉置　幸道

(53)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

ﾀﾏｷ ﾕｷﾐﾁ
玉置　幸道

平成25年3月31日退職
自己都合

准教授
ｵｵﾓﾘ ﾄｵﾙ
大森　亨
(51)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 准教授
ｵｵﾓﾘ ﾄｵﾙ
大森　亨
(54)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

准教授
ｸﾆﾑﾗ ﾄｼｱｷ
国村　利明

(49)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 准教授

ｸﾆﾑﾗ ﾄｼｱｷ
国村　利明

(52)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法



兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

准教授
ｵｶﾞﾜ ﾃﾂｵ
小川　哲郎

(50)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

ｵｶﾞﾜ ﾃﾂｵ
小川　哲郎

平成25年3月31日
自己都合

准教授
ｱﾗﾀ ｻﾄﾙ
荒田　悟
(53)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 准教授
ｱﾗﾀ ｻﾄﾙ
荒田　悟
(56)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

准教授
ﾀｷﾓﾄ ﾏｻﾌﾐ
瀧本　雅文

(57)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 教授

ﾀｷﾓﾄ ﾏｻﾌﾐ
瀧本　雅文

(60)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

准教授
ﾔﾓﾁ ﾄｼｺ

矢持　淑子
(45)

<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 准教授
ﾔﾓﾁ ﾄｼｺ

矢持　淑子
(48)

<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

講師
ﾄｵｲ ﾀｶｼ

遠井　健司
(42)

<平成24年4月> がん疼痛緩和学

ﾄｵｲ ﾀｶｼ
遠井　健司

平成24年9月30日退職
自己都合

講師
ｲﾏｲ ﾊｼﾞﾒ
今井　元
(47)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

ｲﾏｲ　ﾊｼﾞﾒ
今井　元

平成26年3月31日退職
自己都合

講師
ｴﾂﾞﾚ ﾋﾛﾐﾂ
江連　博光

(46)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 講師

ｴﾂﾞﾚ ﾋﾛﾐﾂ
江連　博光

(49)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

講師
ｲｽﾞﾐｻﾞｷ ﾏｻﾋｺ
泉﨑　雅彦

(44)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ｲｽﾞﾐｻﾞｷ ﾏｻﾋｺ
泉﨑　雅彦

(47)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｶﾅﾏﾙ ﾐﾂｺ

金丸　みつ子
(49)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ｶﾅﾏﾙ ﾐﾂｺ

金丸　みつ子
(52)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾏｻｵｶ ﾕﾘ

政岡　ゆり
(42)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾕﾘ
山口　ゆり

(46)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 旧姓：政岡

講師
ｶﾈﾔﾏ ｼﾕﾘ
金山　朱里

(38)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法 講師

ｶﾈﾔﾏ ｼﾕﾘ
金山　朱里

(41)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法

講師
ｻｲﾄｳ ｺｳｼﾞ
齋藤　光次

(41)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 講師

ｻｲﾄｳ ｺｳｼﾞ
齋藤　光次

(44)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

講師
ﾂｼﾞ ﾏﾕﾐ

辻　まゆみ
(54)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾂｼﾞ ﾏﾕﾐ

辻　まゆみ
(57)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｳﾁﾀﾞ ﾅｵｷ
内田　直樹

(45)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 教授

ｳﾁﾀﾞ ﾅｵｷ
内田　直樹

(48)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 平成26年4月1日教授昇任

講師
ﾆｼﾑﾗ ﾕｷ

西村　有希
(44)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ﾆｼﾑﾗ ﾕｷ

西村　有希
(47)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾁﾖｳ ｲｶ
趙　維華
(53)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 講師
ﾁﾖｳ ｲｶ
趙　維華
(56)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

講師
ｵｵﾂ ﾀﾀﾞﾋﾛ
大津　忠弘

(45)
<平成24年4月>

医学生物における統計学的解
析法

准教授
ｵｵﾂ ﾀﾀﾞﾋﾛ
大津　忠弘

(49)
<平成24年4月> 医学生物における統計学的解析法

講師
ﾘ ｼﾖｳﾎｳ
李　暁鵬
(46)

<平成24年4月> 生体内の物質分析法 講師
ﾘ ｼﾖｳﾎｳ
李　暁鵬
(49)

<平成24年4月> 生体内の物質分析法

講師
ﾅｶｼﾞﾏ ｺｳ
中島　功
(55)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 講師
ﾅｶｼﾞﾏ ｺｳ
中島　功
(58)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

講師
ﾉﾅｶ ﾅｵｺ

野中　直子
(48)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 講師
ﾉﾅｶ ﾅｵｺ

野中　直子
(51)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

講師
ｽｻﾞﾜ ﾃﾂｵ
須澤　徹夫

(51)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 講師

ｽｻﾞﾜ ﾃﾂｵ
須澤　徹夫

(54)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

講師
ﾀｶﾐ ﾏｻﾐﾁ
髙見　正道

(45)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 教授

ﾀｶﾐ ﾏｻﾐﾁ
髙見　正道

(48)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

講師
ﾔﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
山田　篤
(41)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 講師
ﾔﾏﾀﾞ ｱﾂｼ
山田　篤
(44)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法



兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

講師
ｲﾘｴ ﾀﾛｳ

入江　太朗
(44)

<平成24年4月>
生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

講師
ｲﾘｴ ﾀﾛｳ

入江　太朗
(47)

<平成24年4月>
生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

講師
ﾔﾏﾓﾄ ｺﾞｳ
山本　剛
(38)

<平成24年4月>
生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

講師
ﾔﾏﾓﾄ ｺﾞｳ
山本　剛
(41)

<平成24年4月>
生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

講師
ｱﾘﾓﾄ ﾀｶﾌﾐ
有本　隆文

(39)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 講師

ｱﾘﾓﾄ ﾀｶﾌﾐ
有本　隆文

(42)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

講師
ﾓﾘｻｷ ﾋﾛﾌﾞﾐ
森崎　弘史

(40)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 講師

ﾓﾘｻｷ ﾋﾛﾌﾞﾐ
森崎　弘史

(43)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

講師
ｳﾂﾐ ｱｹﾐ

内海　明美
(37)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師
ｳﾂﾐ ｱｹﾐ

内海　明美
(40)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ｵｵｵｶ ﾀｶﾌﾐ
大岡　貴史

(33)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ｵｵｵｶ ﾀｶﾌﾐ
大岡　貴史

(37)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

ｵｵｵｶ ﾀｶﾌﾐ
大岡　貴史

H27.4月兼任講師へ変更

講師
ﾌｼﾞｼﾏ ｱｷﾋﾛ
藤島　昭宏

(54)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾌｼﾞｼﾏ ｱｷﾋﾛ
藤島　昭宏

(57)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾎﾂﾀ ﾔｽﾋﾛ
堀田　康弘

(48)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾎﾂﾀ ﾔｽﾋﾛ
堀田　康弘

(51)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

講師
ﾀｼﾞﾘ ﾀｸﾏ
田尻　琢磨

(43)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 教授

ﾀｼﾞﾘ ﾀｸﾏ
田尻　琢磨

(46)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

講師
ｵｵﾊﾞ ﾓﾄｲ
大場　基
(45)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 講師
ｵｵﾊﾞ ﾓﾄｲ
大場　基
(48)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

講師
ｱｷﾀ ﾋﾃﾞﾀｶ
秋田　英貴

(40)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

ｱｷﾀ ﾋﾃﾞﾀｶ
秋田　英貴

平成24年3月31日退職
自己都合

講師
ｼｵｻﾞﾜ ｴｲｽｹ
塩沢　英輔

(39)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 講師

ｼｵｻﾞﾜ ｴｲｽｹ
塩沢　英輔

(43)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

助教
ﾅｶﾏﾁ ﾄﾓﾔ
中町　智哉

(34)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 助教

ﾅｶﾏﾁ ﾄﾓﾔ
中町　智哉

(37)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

助教
ｶｹﾞﾔﾏ ﾊﾙｱｷ
影山　晴秋

(43)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

ｶｹﾞﾔﾏ ﾊﾙｱｷ
影山　晴秋

平成24年3月31日退職
自己都合

助教
ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｸﾛｳ
宮﨑　拓郎

(35)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法 助教

ﾐﾔｻﾞｷ ﾀｸﾛｳ
宮﨑　拓郎

(38)
<平成24年4月> 生体内の物質分析法

助教
ｳﾀﾞｶ ﾕｳｺ
宇髙　結子

(44)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 助教

ｳﾀﾞｶ ﾕｳｺ
宇髙　結子

(47)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

助教
ｵﾔﾏﾀﾞ ﾋﾃﾞﾄ
小山田　英人

(52)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 助教

ｵﾔﾏﾀﾞ ﾋﾃﾞﾄ
小山田　英人

(56)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

助教
ｲｲｽﾞﾐ ｷﾖｳｲﾁ
飯泉　恭一

(36)
<平成24年4月>

医学生物における統計学的解
析法

ｲｲｽﾞﾐ ｷﾖｳｲﾁ
飯泉　恭一

平成24年3月31日退職
自己都合

助教
ﾊﾀ ﾊﾙﾐ
畑　春実
(38)

<平成24年4月>
医学生物における統計学的解
析法

助教
ﾊﾀ ﾊﾙﾐ
畑　春実
(41)

<平成24年4月> 医学生物における統計学的解析法

助教
ﾓﾘ ﾘﾖｳｲﾁ
森　陵一
(57)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 講師
ﾓﾘ ﾘﾖｳｲﾁ
森　陵一
(60)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

助教
ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾉﾌﾞｱｷ
栁澤　伸彰

(34)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 助教

ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾉﾌﾞｱｷ
栁澤　伸彰

(37)
<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

助教
ｼｶﾓﾄ ｷﾖﾐ

鹿本　希世美
(39)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 助教
ｼｶﾓﾄ ｷﾖﾐ

鹿本　希世美
(42)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

助教
ﾅｶﾑﾗ ｼﾛｳ
中村　史朗

(39)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾅｶﾑﾗ ｼﾛｳ
中村　史朗

(42)
<平成24年4月> 生体の機能解析法



兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担 兼担

兼担 兼任

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担 兼担

兼担

兼担

兼担 兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

救急医療薬学 新任

<平成27年4月> 救急医療薬学 新任

教授（員
外）

ﾐﾔｹ　ﾔｽﾌﾐ
三宅　康史

(55)
<平成27年4月>

講師
ﾀﾅｶ　ｹｲｼﾞ
田中　啓司

(49)

新任

准教授
ﾅｶﾑﾗ　ｼｭﾝｽｹ
中村　俊介

(46)
<平成27年4月> 救急医療薬学 新任

感染制御薬学 新任

教授
ﾆｷ　ﾖｼﾋﾄ
二木　芳人

(65)
<平成27年4月> 感染制御薬学

<平成27年4月> 感染制御薬学 新任

講師
ﾀｸﾏ　ﾀｶﾋﾛ
詫間　隆博

(42)
<平成27年4月>

助教
ｼｮｳｼﾞ　ﾋｻｼ
小司　久志

(37)

助教
ﾏｴﾀﾞ ﾏｻｺ
前田　昌子

(36)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾏｴﾀﾞ ﾏｻｺ
前田　昌子

(39)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

助教
ﾓﾁﾂﾞｷ ｱﾔｺ
望月　文子

(34)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 助教

ﾓﾁﾂﾞｷ ｱﾔｺ
望月　文子

(37)
<平成24年4月> 生体の機能解析法

助教
ｽｽﾞｷ ﾀﾞｲ
鈴木　大
(30)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 助教
ｽｽﾞｷ ﾀﾞｲ
鈴木　大
(33)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

助教
ﾎｶｿﾞﾉ ﾁｴ
外薗　知恵

(28)
<平成24年4月>

生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

ﾎｶｿﾞﾉ ﾁｴ
外薗　知恵

平成26年4月30日退職
自己都合

助教
ﾔｽﾊﾗ ﾘｶ

安原　理佳
(33)

<平成24年4月>
生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

助教
ﾔｽﾊﾗ ﾘｶ

安原　理佳
(36)

<平成24年4月>
生体の超微細構造解析法
生体の組織構造解析法

助教
ｶﾀｵｶ ﾋﾃﾞｵ
片岡　嗣雄

(42)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 助教

ｶﾀｵｶ ﾋﾃﾞｵ
片岡　嗣雄

(45)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

助教
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾏｺﾄ
谷口　誠
(29)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

ﾀﾆｸﾞﾁ ﾏｺﾄ
谷口　誠

平成25年12月9日退職
自己都合

助教
ﾌｶﾏﾁ ﾊﾙｶ

深町　はるか
(35)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法 助教
ﾌｶﾏﾁ ﾊﾙｶ

深町　はるか
(38)

<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

助教
ﾅｶｶﾞﾜ ｶｽﾞﾊﾙ
中川　量晴

(31)
<平成24年4月> 生体の機能解析法 講師

ﾅｶｶﾞﾜ ｶｽﾞﾊﾙ
中川　量晴

(34)
<平成25年4月> 生体の機能解析法

助教
ｼﾊﾞﾀ ﾖｳ
柴田　陽
(40)

<平成24年4月> 生体の機能解析法 助教
ｼﾊﾞﾀ ﾖｳ
柴田　陽
(43)

<平成24年4月> 生体の機能解析法

助教
ﾉﾛｾ ﾄﾓｺ

野呂瀬　朋子
(35)

<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 講師
ﾉﾛｾ ﾄﾓｺ

野呂瀬　朋子
(38)

<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

助教
ﾋﾛﾀ ﾕｳｺ

広田　由子
(35)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法 講師
ﾋﾛﾀ ﾕｳｺ

広田　由子
(38)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

助教
ｲﾁﾊｼ ﾖｳｺ
市橋　陽子

(38)
<平成24年4月> 分子生命科学的解析法

ｲﾁﾊｼ ﾖｳｺ
市橋　陽子

平成25年3月31日退職
自己都合

助教
ｺｳ ｹｲﾀﾂ
耿　啓達
(58)

<平成24年4月> 生体の超微細構造解析法

ｺｳ ｹｲﾀﾂ
耿　啓達

平成26年3月31日退職
自己都合

助教
ｲｿﾍﾞ ﾄﾓﾋﾃﾞ
磯邊　友秀

(34)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法 助教

ｲｿﾍﾞ ﾄﾓﾋﾃﾞ
磯邊　友秀

(37)
<平成24年4月> 生体の組織構造解析法

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

（注）・　設置時の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○研究科　○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢



定年を延
長

している
教員数

定年規定
の定める
定年年齢

定年を延
長

している
教員数

名 歳 名

計

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

65（教授）
60（教授以

外）
1

研究指導教員
研究指導
補助教員

（２） 専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成 年齢構成（前年度の状況）

研究指導教員
研究指導
補助教員

計
定年規定
の定める
定年年齢

88 88 97 97
65（教授）
60（教授以

外）
0

（　88　） （　　　） （　88　） ［　　9　］ ［　　　］ ［　9　］ 歳

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　・「年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する
　　　　場合は記入不要ですので，「－」を記入してください。



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

届出時の計画から減員となっているが、授業運営に支障がないように科目の担当者を配置しており、
これについては、オリエンテーション等で学生への周知を行っている。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

１７ 助教
ｳﾒﾀﾞ ﾄﾓﾉﾌﾞ
梅田　知伸

自己都合（他大学へ教員として就任）（27）

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

１３ 教授

ﾎﾝﾀﾞ ｶｽﾞｵ
本田　一男

平成26年5月24日逝去（27）
ﾄﾘｲﾂﾞｶ ｶｽﾞｵ
鳥居塚　和生

ﾑﾗﾔﾏ ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ
村山　純一郎

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

１ 講師
ﾎﾘ ﾕﾐｺ

堀　由美子
自己都合（他大学へ教員として就任）（24）

２ 助教
ｼﾏﾀﾞ ﾋｻｼ
島田　央

自己都合（他企業へ就職）（24）

３ 助教
ｱﾂﾐ ﾄｼﾕｷ

渥美　聡孝
自己都合（他大学へ教員として就任）（24）

４ 助教
ﾉﾍﾞ ｺｳｼﾞ

野部　浩司
自己都合（他大学へ教員として就任）（24）

５ 助教
ｴﾝﾄﾞｳ ﾋﾛﾕｷ
遠藤　寛之

自己都合（他企業へ就職）（24）

６ 准教授
ﾊﾗｸﾞﾁ ｶｽﾞﾋﾛ
原口　一広

自己都合（他大学へ教員として就任）（25）

７ 准教授
ｵｵｲ ﾋﾛｱｷ

大井　浩明
自己都合（他大学へ教員として就任）（25）

８ 助教
ｸﾎﾞﾀ ﾕﾀｶ
窪田　豊

自己都合（他企業へ就職）（25）

９ 助教
ﾔﾏﾀﾞ ｷｮｳﾍｲ
山田　恭平

自己都合（25）

１０ 准教授
ｷﾀｶﾞﾜ　ﾔｽﾕｷ
北川　康行

自己都合（他大学へ教員として就任）（26）

１１ 准教授
ｼﾐｽﾞ ｼﾕﾝｲﾁ
清水　俊一

自己都合（他大学へ教員として就任）（26）

１２ 准教授
ﾐｳﾗ　ﾅﾝｺ

三浦　南虎
定年退職（26）

ｲﾄｳ ｶﾂﾄｼ
伊藤　克敏

１４ 定年退職(27）

定年退職(27）

自己都合（27）

教授

教授

准教授

１５

１６
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時 該当なし

（○○年○○月）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（△△年△△月）

設置計画履行状況 該当なし

調　　 査　　 時

（□□年□□月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（●●年●●月）

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　してください。

６　留意事項等に対する履行状況等

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

留　意　事　項　等
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

　　　委員会を開催し、開催後教授総会（教授・准教授参加）で報告を行っている。

　　　大学院教育の教育方法、改善のための方策、授業評価の実施・分析、結果公表と学生へのフィードバック方法

　　・　地域医療に貢献する臨床指導薬剤師育成プログラム

　　・　薬学部卒後教育セミナー：学内外から講師を招いての講演会（年複数回開催）

　　・　地域医療に貢献する臨床指導薬剤師育成プログラム：学外から講師を招いての講演会（年１回開催）

　　・　昭和大学教育者のためのワークショップ

　　　　新任教員対象ビギナーズコース（他学部との合同）（２泊３日宿泊研修）

　　・　薬学部セミナー（本学薬学部教員対象）

　　　　平成26年4月17日（木）「気になる学生の能力の引き出し方　～発達障害のある学生の理解と支援～」

「NPO法人えじそんくらぶ」代表　高山　恵子氏

該当なし

　ｂ　実施方法

　　・　薬学教育者のためのワークショップ

　　　　薬学教員対象アドバンスコース（他学部との混成チームあり）（１泊２日宿泊研修）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　  ・　薬学部卒後教育セミナー

　　・　昭和大学教育者のためのワークショップ

　　　　新任教員のためのカリキュラムプランニング・授業方法についてのワークショップ（ビギナーコース）

　　・　薬学教育者のためのワークショップ

　　　　カリキュラム、授業方法等改善についてのワークショップ（アドバンスコース）

　　　ワークショップ委員会

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　および教員の資質向上方策等

②　実施状況

　ａ　実施内容

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　ワークショップ委員会（構成員６名）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜薬学研究科　薬学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　　　平成26年10月16日(木)　「これからの薬学教育を取り巻く環境」

文科省高等教育局医学教育課企画官　平子哲夫氏

　　　　平成26年11月20日（木）「平成27年度以降のカリキュラムについて」

薬学部担当教員

　　　　　　　　　　　　　　　「薬学部におけるPBLチュートリアル」　大津史子先生（名城大）　

　　　　平成27年1月15日（木）　文科省　課題解決型高度医療人材養成プログラム　

　　　　　　　　　　　　　　　「大学と地域で育てるホームファーマシスト」　薬学部教員

　　・　薬学部卒後教育セミナー　　　177名参加

　　　　平成26年7月5日（土）　「がん薬物療法に薬剤師が積極的に介入するために」

　　　　平成26年12月6日（土）　「薬剤師の臨床判断能力養成プログラム　症候からの鑑別・トリアージ」

　

　　・　平成27年度開催予定ワークショップ

　　　　　 平成27年7月29日～31日　（ＩＰＣ生産性国際交流センター）

　　　　　 平成27年8月6日～7日　（ＩＰＣ生産性国際交流センター）

　　・  セミナーを開催し薬学の各領域全般に亘って、種々のトピックスを学び、情報交換の機会としている。

        教育にて反映

　　　完成年度を迎えた、平成27年度は修了時にアンケートを実施予定

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　初年度終了時(平成25年度4月）実施済。

　　　集計結果を研究科運営委員会にて報告後、研究科教授会にて公開予定

　　・  教育推進室が中心となり授業評価を解析し、改善案および学生へのフィードバック方法案の策定を検討

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　　平成27年2月14日（土）　「薬剤師のためのフィジカルアセスメント」

　　　　1) 昭和大学教育者のためのワークショップ(ビギナーコース）

　　　　2) 薬学教育者のためのワークショップ（薬学教員対象アドバンスコース） 

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・  ワークショップ報告書に基づき教育研究方法の改善を検討、ワークショップでのプロダクトを実際の

　　　　平成26年12月18日（木）「学部連携PBLチュートリアルの評価」　片岡竜太先生（本学歯学部）
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　4月入学式後にオリエンテーションを行い、科目、履修方法についてのガイダンスを実施した。履修登録用紙・履修受

講票等については、平成25年度より電子シラバス導入により、学生の利便性が図られた。

　研究科科目については、社会人、臨床の研修生が受講しやすいように、土曜日開講あるいは午後6時以降に開講を設定

し、順調に講義が進んでいる。今後、指導教員から研究課題について履修指導を行う。

　新薬学研究科を設置するに当たり、専門薬剤師や認定薬剤師育成を主な目的として「がん専門薬剤師養成科目

群」を設置した。このうち「薬学的がんケア学」（１～４年次配当）については、病棟活動を中心に高度な薬剤師業務と

がんをはじめとする感染制御、緩和医療、オンコロジー・エマージェンシーなどの専門領域についての講義や実技の研修

を開始した。

　平成25年度は「臨床研究概論」（1年次配当）を、医薬品の開発過程で行われている臨床研究・試験において、

それに関わる基礎知識および倫理的・科学的知識を理解し、臨床研究・試験の企画・立案から具体的なプロトコール

説明文書、報告書の作成および試験データの解析方法を身に付けると共に昭和大学臨床試験支援センターにてで実際に行われて

　平成26年度より４大学院（昭和大学、東京慈恵会医科大学、星薬科大学、上智大学）で連携した「４大学院がんチーム

医療」の科目を新設し、平成26年9月に「４大学院連携がんチーム医療ワークショップ」を開催した。

自己評価報告書を作成し公表する計画である。

　　・薬学部自己点検・評価報告書　　　平成27年度 　公表予定

　　　平成27年度日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価受審

　　　薬学教育評価機構が定める「薬学教育評価　評価基準」に適合していると認定された。

　　（認定期間：平成27年4月1日～平成34年3月31日）

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成27年　6月中旬　　）

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

　　・平成26年度に薬学部独自に、評価機関（薬学教育評価機構）の評価を受審した結果、薬学部は、

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　・自己点検・評価報告書、事業報告書を刊行し、学内および関係機関へ配布

　　・大学ホームページで公表予定

③　認証評価を受ける計画

　　・平成20年度に日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を受けた結果、大学評価基準を満たしている
　　　ことを認定された。（認定期間：平成20年4月1日～平成27年3月31日）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成26年度事業報告書　平成27年5月30日　公表予定

　　・平成26年度昭和大学自己点検・評価報告書　平成27年7月　公表予定

　ｂ　公表方法

いる臨床試験を理解することを目的に新設した。

　平成26年度も秋季入学を実施し、社会人受験者の増加を図った。
　選択科目の充実を図るため、「専門薬剤師養成科目」として「感染制御専門薬剤師養成科目群」と「救命救急専門薬剤師科
目」を新たに開講した。更に、必修講義科目として「医療薬学における統計学的解析法」（薬物動態学研究室担当）を新たに開
講した。

　昭和大学全体としては、昭和大学自己評価委員会により設置の趣旨・目的の達成状況を検討し毎年自己点検・

　また、毎年作成している教育・研究を含む、大学全体の事業計画進捗状況を事業報告書として公表している。

教育職員個人の教育研究活動報告は毎年作成し、教員任期（教授・准教授5年、講師4年）再任審査の審査対象のひとつに

している。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　薬学研究科は、「臨床的課題を対象とする研究領域を中心とした、高度な専門性や優れた研究能力を有する薬剤師等

の養成に重点をおいた教育研究を行う」ことを主たる目的として、入学定員を8名とし、完成年度を迎えた。

平成27年度は社会人11名が入学しており、在籍者39名となった。

（３） 自己点検・評価等に関する事項
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